
マンガン鉱物と

①

鉱石

広渡文利

さきに(本誌No.63)わが国のマンガン鉱床についてその概略を説明したが今回はとくにマンガン鉱

物とその鉱石について少し詳しく説明して見ることにする.マンガン鉱物はその種類が多くいまだ未解

決の問題が残されているが一応今目までに知られている多くの論文参考書をもとにして解説する.

(なお今後の研究の発展によってはさらに追加されたり訂正されるごとがあることをお断りしておく)

工まえがき

マンガン鉱石は一般に複雑であるといわれるが

そのおもな理由はマンガン鉱石を構成するマンガン鉱

物(Mnを主成分とする各種の鉱物)が非常に多種類

にわたっているからであろう.

たとえば今日までに知られているマンガン鉱物を数

えて見るとおおよそ120種類から130種類にも達す

るのである.もちろんこれらのすべてのマンガン鉱

物カミマンガン鉱石の中に含まれているわけではないカ重

われわれが今日鉱業上または商業上で取引して

V'る鉱石の中でさえ優に45～50種類のマンガン鉱物

雅含まれている.

さてマンガン鉱石というのはこれらのマンガン鉱

物が1種類または2種類以上集まってできた集合

物で経済的に見て価値1あるものをいうのであるかふ

つうマンガン鉱石というと1種類とか2種類から

なる場合はめずらしくたいていの場合は数種類か

ら10数種類におよぶ.

したがってマンガン鉱石の種類や品位等を詳細

に知るためにはそれを構成するマンガン鉱物のそれぞ

れの性質を知ることが必要となってくる.

そこでマンガン鉱石について解説する前に一応

今目までに知られているマンガン鉱物の種類とその性

質の概略を述べついで鉱石の種類昆位および需

給関係等について解説することにしよう.

皿マンガン鉱物の種類

マンガン(Mn)は原予番号25原子量54.93原子

価23467をもつ複雑な元素である｡地球化学

者によれば地殻申に含まれるマンガンの存在量はす

べての元素の中で多V'ものから数えて12番目にあたる

ことカ漁られている.しかもマンガンは天然には

単体として存在せずにつねに種々の化合物(鉱物)と

して存在する.したカミつてマンガンカミ地殻を構成す

るいろいろの岩石や鉱物の中に広範囲に含まれてv'て

も不思議ではないであろう.

さて鉱物の種類を表わすのに鉱物学者は古くか

ら化学組成をもとにして分類を行なっている.そこで

ここでも説明の都合上化学組成をもとにして分類し

説明することにする.

今日までに一応知られているマンガン鉱物は次の

ように広範囲にわたっている.

I酸化鉱物

I[二酸化鉱物･含水酸化鉱物

皿珪酸塩鉱物

w合水珪酸塩鉱物

V炭酸塩鉱物

VI硫化鉱物

孤オルフラム酸鉱物

皿棚酸塩鉱物

]X硫酸塩鉱物

X燐酸塩鉱物

皿磁酸塩鉱物

畑ハロゲン化物

X皿=バナジン酸鉱物

これらの中でマンガン鉱石の主成分鉱物として重要

なものは酸化鉱物二酸化鉱物含水酸化鉱物珪酸

塩鉱物含水珪酸塩鉱物および炭酸塩鉱物等である.

その他のものは産出まれな鉱物で学術的には興味

あるが鉱業上または商業上の取引にはあまり重要で'

ない.したがって主としてI-wにつv'て説明

することとしその他のものにつv･ては鉱物名と化学

組成とをあげるに留める.�
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I皿酸化鉱物

金属元素(Mn)と酸素との化合物でつぎに述べる二

酸化鉱物もこの中に入るが説明の都合上IV項で説

明することにする.第1表に現在までに認められて

いる酸化鉱物の鉱物名とその化学成分を示す.約13種

類カ漁られているが本邦に産出する鉱物は8種類が

知られている.(*印のもの)

これらの中でもっとも重要たものは緑マンガン鉱

ハウスマン鉱およびブラウン鉱である.いずれも

高品位マンガン鉱石の主成分鉱物で本邦ではかなり

広範囲に分布することカミ畑られている.

ヤコブス鉱ブレデンベルク鉱ビクスビ鉱等はい

ずれも本邦ではまれな鉱物でありマンガン分よりは

むしろ鉄分を増加させる鉱物で商業上にはあまり歓迎

されない鉱物である.またガラクス石ピロファン

石はいずれも顕微鏡下で見られるような鉱物で資

源的に重要とは考えられ狂いカミ鉱床の成因等を考える

上にはおもしろい鉱物である.以下本邦で産出す

る鉱物について説明する.

緑マンガン鉱(Ma皿ga皿0S並e)

化学成分はMnO本邦ではあまり珍しい鉱物で

はないカミ外国では産出が少ない.肉眼的には黄緑

色ないし濃緑色のきれいた鉱物であるカ茎著しく不安

定なため容易に酸化されて褐色から黒褐色に変化する.

とくに貯鉱場などでは黒褐色に変色して緑色の破面

は見られ住いことが多くノ･ンマｰ等で破砕してすぐ

に見れば認められることがある.

本邦では2種類の産状がある.1つは花陶岩類

による接触熱変成作用をうけた古生層中の鉱床から産出

するもの他の1つは未変成古生層中のものである.

前者は一般に粗粒で粒状である.この種の緑マ

ンガン鉱は一般にエメラルドのような濃緑色のきれい

な色を示すカミ前述したように容易に酸化されて黒褐色

第1表酸化鉱物の種類とその性質
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に変色する.後述するように高品位の炭マン鉱石中

に産出し共存する他のマンガン鉱物は菱マンガン鉱

テフロ石パイロクロイットノ､ウスマン鉱ガラクス

石等である.

後者は一般に微粒で結晶粒は認められたい.前

者に比べ淡緑色で介穀状断口を示す.後述の栗色

炭マンテョコレｰト炭マン等の鉱石の中心部に産出す

ることカミ多い.また珪質炭マン中に不規則のノジュ

ｰノレ状に産出する場合もある.鏡下ではいずれも

緑色を呈し等方性であるので容易に識別できる.こ

れに類以するものはHercynite(FeA1･O･)である.

本邦で最初に発見されたのは栃木県真名子鉱山で

1935年に吉村豊文によって報告されてV'る.今日では

岩手県福島県栃木県群馬県長野県愛知県滋

賀県京都府山口県高知県宮崎県等のマンガン鉱

山から発見されている.

ハウスマン鉱(週測Sma皿皿ite)

化学成分はMn皿MnIV20生肉眼的には2種類に

分けられる.iつは黒色亜金属光沢で粗粒なも

の他の1つは茶褐色の細粒でち密なものである.

前者は花購岩類による熱変成作用をうけた地域に産

出する.一見磁鉄鉱に類似するがすりつぶすと茶

褐色の粉末にたることと磁性力量ないことで磁鉄鉱と

は容易に識別できる.高品位の炭マン中に産出し共

存する他のマンガン鉱物は線マンガン鉱菱マンガン

鉱テフ巨石ガラクス石等である.

後者は未変成地域に産出し後述するチョコレｰト

炭マンの主成分鉱物である.肉眼的には細粒ち密で

あるため個々の鉱物粒は認められなv･.

鏡下ではいずれも赤褐色半透明で双幅カミ見られ

る場合カミある.反射鏡下では灰白色で異方性カミ著し

く赤色の内部反射が見られる.

後者の場合は一般に個々の鉱物粒は認められないか

時には部分的に粗粒な場合がある.また共存する他

の鉱物は細粒で同定は困難であるが妻マンガン鉱

アレガニｰ石および未知の含水珪酸塩鉱物等カ漁られ

ている.本邦で最初に発見されたのは北海道松前鉱

山で1949年に石橋正夫によって報告されている.

今日では線マンガン鉱と同様に各地の鉱山から発見さ

れている.

ヤコブス鉱(狙CObSite)

化学成分はMn皿Fe･IvO{で磁鉄鉱Fe皿Fe2皿O壬の

Fe皿をMn皿で置き換えたものと考えればよい.肉眼

的には黒色亜金属光源を示し磁性を有するので磁�
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鉄鉱に類似する.野外で両者を識別するには条痕色

を調べれば簡単に分る.つまり磁鉄鉱の条痕色は黒

色であるかヤコブス鉱のそれは褐色を帯びるのであ

る.本鉱物は産出が少ないカミｰ殻に花属岩類によ

る接触熱変成地域に見られ菱マンガン鉱テフロ石

緑マンガン鉱ノ･ウスマン鉱ガラクス石等と共生する.

鏡下では黒色不透明である.反射鏡下では磁鉄

鉱に比べてややオリｰブ緑色を帯び等方性である.

酸には全く不溶で熔融はピロ硫酸カリを用いれば

容易である.本邦で最初に発見されたのは佐賀県

厳木鉱山で1955年に広渡文利宮久三千年によって

報告されている.その後岩手県野岡玉川栃木県加

蘇愛知県田口鉱山福岡県三ノ岳河内その他等か

ら報告されてv'る.

ブレデンベルク鉱(Y鵬aenb㎜r9並e)

本鉱物はヤコブス鉱とノ･ウスマン鉱の連晶(inter-

growth)に対して命名(1931年Ramdohr,Sc㎞eide｢･

h6hn)されたものでいわば両者の混合物である.

もちろん肉眼的には認められない.反射鏡下では

灰褐色のヤコブス鉱中に灰白色の葉片状のノ･ウスマン

鉱カミ格子状または葉片状に含まれている.

したがって化学成分は両者の混合の割合いによっ

て変化するカミｰ殻に鉄カミ多いのが特徴である.

本邦では産出カミ珍しく岩手県野田玉川愛知県田

口鉱山から知られているにすぎない.しかしいまだ

詳細在報告は行なわれてv･ない.

第1図録マンガン鉱の顕微鐘写真贋纂色部1隷叩ン稼ン繊

(山口蟻縞畿鋤鵬)

ガラクス石(Ga1axite)

化学成分はMnAl･0･あるいは(MnIIFe)(A1Fe皿)･04

である.マンガンを主成分とするスピネルである.

本鉱物は肉眼的には認めることか困難であるが鏡

下ではきれいなレモン黄色から黄褐色の粒状の結晶で

ある.結晶の大きさは一般に細粒でふつう径0.03～

0.06m汕であるカミ大きいもので1mm前後のものもあ

る.等方性で屈折率が高いので容易に識別できる.

本鉱物は花筒岩類による熱変成地域のマンガン鉱床

の中で炭マンを産出する鉱石中に見られる.共存す

第3図ノ･ウスマン鉱を主とする鉱石灰色部:菱マンガン鉱

欝婁図録マンガン鉱ガラクス孫賛ダ樽看護聯ン材ン鉱の爽盤

関係を示す頭微鏡写真黒色鶏1緑呼ン瀞ン鐵次籍亀部1

ガラクス石その他テフ標薦護蝉ン減ン鉱

(出Q燥鶴磐鉱籔嬢)

第4図ノ･ウス坪ン鉱菱マンガン鉱テフ日石の共生関係

H:ノ､ウスマン鉱R:菱マンガン鉱丁:テフ日石�
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る他のマンガン鉱物は菱マンガン鉱テフロ万緑マ

ンガン鉱アレガニｰ石ノ'ウスマン鉱等である.

本邦で最初に発見されたのは栃木県大芦鉱山で

1931年に吉村豊文によって報告されている.その後

は各地の鉱床から発見されている.

ビクスビ鉱(遍ixbyite)

化学成分はMn203または(MnIIFeII)203と書かれ

ている.Mn･03には人工物としてα一β一γ一δ一

Mn20$が知られている.α一Mn203に相当するものが

天然のビクスビ鉱である.

本邦では長崎県大串からビクスビ鉱様鉱物カ三宮

久三千年によって報告されているにすぎない.インド

南アスウエｰデン等には多産するといわれる.

本鉱物は黒色で金属光沢を示し等方性である.

ビ目フアン眉(Pyr叩ha皿ite)

化学成分はMnTi03でイルメナイト(FeTiO･)の

FeをMnで置き換えたものに相当する.

肉眼的には黒色金属光沢を示し板状である,

鏡下では濃赤色ないし燈褐魯で柱状または六角板状

の緒轟である由一般狂雑常は細粒の淀めほ&んど黒

色に兇免わずか紀赤褐味を帯ひてい篭が注意し削ナ

れば認めちれない由本鉱物はバラ輝石テフ鰯石

俸ブレチンベ～け鉱

の疑射顧微鏡写糞

禽亀簸序撚鶴ニハ

汐災蝉ン舷腿白

色護飽翻:箏鴛ブ

黒鉱(簸鋤凝職蟻

鋤ム嬢)

吟

ハ夢系畷ン鉱や

欄ブ渓鮫の梗射顕

驚警鉱∵

ヤ欄ブス鉱丁:

テフ日石(愛知県

顧口鉱山産)

マンガンざくろ石等からなる珪酸マンガン鉱石中に産出

する､本邦で最初に発見されたのは山口県錦光･

久杉および岩手県野田玉川鉱山等で1955年にD･

Leeによって報告されている､今日では各地のマン

ガン鉱床から認められている.

ブラウン鉱(Br舳n量te)

化学成分は3M吻03･MnSi03または(MnSi)203

と書く人もある.本鉱物はHaidi㎎erカミK.Braun

という人の名前をとって命名したものである.肉眼的

にほ黒色亜金属光沢を示し条痕色カミ黒色であるのが

特徴である.本邦における産状には大きく2つに分

けられる.1つは秩父古生層中に産出するものと

他の1つは三波川結晶片岩および三郡変成岩中に産出

するものである.前者は西南目本外帯の古生層中

岐阜県西北部および岩手県久慈地域に産出する.こ

れらの鉱物はいずれも黒色の細粒ち密なもので一

般に個々の鉱物粒は認められない(岩手県野田玉川鉱山

産のものは粗粒である).

後者は長崎県西彼杵郡の結晶片岩地域福閥県三郡

変成岩申および四国の三波川変成岩申に産出する由

これらの場合はつねに絞れん石を伴うの秘特徴であ

る､とく熔長崎県利根鉱{産のブラウン鉱は径驚～

藪独狐火の結晶で岡本要八郎ぽよって測値窓れてい私

共存する鉱物は紐

れん宥紋奮雲母

紺色緑れん原石英

欝である.本邦で

録初紀発尻慈れたの

は鹿児島県奄美大

島大前鉱山でユ93豊

年紀吉村豊文によ

って報告されてい

る.鏡下では黒

色不透明であるカミ

反射鏡下では灰白

色で異方性は顕著

で扱い｡

搬状ヅ茅ウン鉱

愛媛県克騨鍍則嬢)�



一5目

Pyrochriteと護マンガン鉱灰黒色部:即rochfOite

灰白色部:嚢マンガン鉱(愛知県関口鉱山麓)

ビ回ファン石の顕微鐘写真:P:ピファン而丁:テフ日石(愛知県周口鉱山産)

ガラクス石の顕微銭写真

(愛知県囲口鉱山産)

パイロクロイットの顕微鐘写真(放射状部)

左:平行ニコル

右:クロスニコル

(愛知県剛]鉱山産)�
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織

wp酸化鉱物･含水酸化鉱物

この中に入る鉱物の大部分は古くから二酸化嘩ン

ガン鉱物と呼ばれもっぱら乾電池用原料として注

目されていたヨそのため電気化学的な分野での研究は

古くから行柱われていたが鉱物学的恋研究は近隼紀

なって急速に進んできた.本邦の二酸化マンガン鉱は

ついてはいわゆるr硬マンガン｣r軟マンガン鉱Jお

よび｢マンガン土J等と呼ばれその名称は単に肉眼

的な性状によって決められたようである｡

たとえば｢硬マンガン鉱Jをは後述の叩嚢伽搬一

1ane"の対訳語で比較的硬い塊状の膠質の鉱物で介

殻断口を示し新鮮なものは光派を有するものと慈れ

｢軟マンガン鉱Jとは叩ym玉びS触…里の対訳語で結晶

が微粒でコロイド状の性質を有するもので柔らかく･

て指で触れると指先沸汚れる.つまり非常に柔ら

かい鉱石に対して命名されたものである.このよう紀

二酸化マンガン鉱については鉱物学的な検討はほと

んどされず鉱石の肉眼的外観から簡単に呼称されて

いたのが1955年ころまでの業界であり鉱物学界であ

った.1956年ころからこれらの二酸化マンガン鉱物

の研究茄行なわれるようになり次第に鉱物学的性質か

解明され結晶構造をもとにした鉱物の分類が行なわれ

その大綱カミ判明してきた.たとえば第2表終示すよ

うに今日までに約20種類の鉱物が分類され整理き

第2表二酸化鉱物･合水酸化鉱物の種類二その機質
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れているのである.さらにこれら天然産の鉱物と

人工の二酸化鉱物との関係も明らかに慈れつつある.

窮裏表は現在までに認められている二酸化鉱物およ

び含水酸化鉱物の種類とその化学成分を示す｡約20

種類が知られているカミ本邦に産出する鉱物は五各種類

で(諌印のもの)その各膚紀ついて説明する,

音蟻プ知メレ】ン鉱(c蝋籔鮎搬蟻抵籔鳶)一燕蒙ン

粁鉱(馳晦滅ite)一驚灘ナ夢イ恥鉱(c鯛鰯搬幾)

クリプトメレｰン鉱とい簑名称舛五9城隼に跳曲一

触鮎と跳i馳herが命名し花鉱物名であるカ婁本邦で

は鵬塁牢に可児弘一曲蘭即豊憶ぶりでザ膚金和お

命名されてい淀ようである屯さら牝請を青くすると

翌9艶年にRamsdeエ玉が後述する叩s伽鵬玉a鵬…;

と呼ばれている鉱物を研究した時にBaを多量に含む

ものとBaをほとんど含まなV･ものとがある事を発表

した.この舷を含凄扱い鉱物秘実は駄hm⑪舳

鵬至鋤敬カ噺鉱物とし花クリプトメレｰン鉱である｡

いめゆる叩慧重工棚ぬ鵬茗茸&いう名称は後述する秘

種切)鉱物の混合物でここで述べるクジプトメレｰン

鉱秘主成分である場合が多いぷうである｡

窓て化学成分はついてはいろいろの問題があるが

ここでは､一添っぎのよう紀説明する､す溶わち

クリプトメレｰン鉱はK臨Oエ竈赤ラン芥鉱は臨跳O亘竈

資影ナダイト鉱は跳鼠80j嚢である｡鼠は滅が鮒が由

これらの鉱物の分析緕果を見れば⑪州脇の貫蓑｡を

含むζ㍑蜘られている.し杷秘って酎⑪鴬舶玉像醐鵬笈

即蜘触等はそれぞれ異匁っ花化学武を提暢している

秘ここでは一添上述の跳出鯛繍欝の化学武を用い

蕎こをにする､

本邦で順マンガン鉱Jと慈れていた鉱石は最遊

の研究によれば大部分泌クリプトメレｰン鉱であるこ

没が判関しているかすでに夏9鵜年に可児弘一･閏申

豊は新鉱物として崎金和と命名してv'る.

クジプトメい一ン鉱か本邦で最初に記載されたのは

愛媛県丸野鉱出1砦等県川井鉱山で1956年に鵜飼保

醐㈱燃螂薫郎唖顕村新}臨葡禺喬ら1はって報告されている.

榊露砥帥籍眈轟

その後北海道顧興鉱凶から針谷宥によってまた

北海道長法鉱山膏森県早瀬野鉱山岩手県夏油温泉･

熊の派鉱レ嚢の神鉱山等から南部松夫･岡田広吉ら

鰍によりて報告窓れている申

クリプトメレｰン鉱は新第三紀層中の層状の酸化鉱

床および古生層申の鉱床の酸化部から産出する.

ホランド鉱はクシプドメレｰン鉱に比べ本邦では

産出まれな鉱物で玉96牌になって宮城県宮崎鉱山か

ら南部松夫･岡田広吉1谷田勝俊らによって報告されて�
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サイ回メレｰン鉱(宮城県宮崎鉱山産)

(南都･岡閏･谷囲:鉱物雑51961から)

いるにすぎない.

コロナタイト鉱はいまだ本邦から産出しない.

バイ目ルｰス鉱(Pyエ01㎜Site)

化学成分はMn0･で人工のβ･MnO･に相当する.

本鉱物はいわゆる｢軟マンガン鉱｣と呼ばれているも

ので天然にはもっとも広範囲に分布する二酸化マン

ガン鉱である.本鉱物は1827年にHadingerによっ

て命名された.その後1879年にGeorgeu雅人工の

MnO･を作りこれに対してPo1ianiteという鉱物名を

与えた､このPo1ianiteという鉱物名は本邦でも用

いられていたがSt.J㎝es(1923)Ferrad(1926)

S皿ithering]e(1929)Vaux(1937)Strl』ntz(1943)

らによってPolianiteはパイロルｰス鉱に一致するこ

とが確認されてこのpo1ianiteという鉱物名は破棄さ

れた.したがってかつてpo1ianiteと呼ばれたもの

はパイロルｰス鉱である.

本鉱物には黒色で金属光択を示すもの黒色無光択

でち密なもの黒褐色放射状のもの欝秘ある古本邦に

おける産状としては新第三紀層中の層状の亨ンガン鉱

床および古生層中のズンガン鉱床の酸化帯絶産するも

のがある.本邦で最初終記載拳れ危のは北海道ビ

リカ鉱山と青森県深滴鉱山で峨瞬紀鵜飼保郎1西

村新一1前回翻はって報皆きれている苗その後東

北地方の新篤三紀層中の呼ンガン鉱床を始め各地の背

生層帝のマンガン鉱床の酸化幣から発屍窓れている｡

ラ姦漠労〃鉱(臨鱗総亙夏晦)

化学成分はM鵡蓑本鉱物は搬蝉に跳1鮎鎌

としてはパイロノレｰス鉱水マンガン鉱クリプトメ

レｰン鉱ハｰネス鉱轟石等である.

横須賀眉(YOkOs唖ka並e)･γ型ラムズデル鉱･

エンスｰタイト(N鋼tite)

横須賀石は1938年に可児弘一･田中豊によって命

名された鉱物名で人工のγ一Mn02に相当するものであ

る.乾電池用二酸化マンガン鉱として愛知県幡豆郡

横須賀村から採取されたもので産地にちなんで｢横

須賀石｣と命名したものである.しかしなカミらその

産状および新鉱物としての鉱物学的記載が乏しかった

ので鉱物学者の間では認められなかった.それから

約12～13年の間本邦ではこの二酸化マンガン鉱の鉱

物学的研究は行なわれなかったが1959年ころ南部松

夫･岡同ヨ広吉らは東北地方のマンガン鉱床から人工

のγ･MnO･に類似の鉱物を発見しこれに対して7型

ラムズデル鉱と仮唱した.その後1961年になって南

部･岡閏らば可児･田中らによる横須賀石を再検討し

た結果γ型ラムズデノレ鉱カミ横須賀石と同一の鉱物で

ある事を認めγ型ラムズデル鉱を横須賀石に訂正して

いる.

一方外国でもγMn02とRa㎜sde11iteの研究が行

なわれ1962年ZwickerMeijerJa苗eらは人工の

γ･Mn02に相当する天然産の鉱物としてアフリカのガ

ｰナから多産する二酸化マンガン鉱物に対してNsutite

クリプトメレｰン鉱(北海道国興鉱山産)

���慙��牒慣�捩���摯�楙���㈩�
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たのは北海道轟鉱山駒ケ岳でユ957年針谷宥ぽよ

って発見されついで夏96咋南部松夫1嗣閏広吉そ

の他によって福島県有倉沢から発現されている.

本鉱物は一般紀纂灰色粉状の鉱物で虎かけの比重

が著しく軽いのが特徴である咀駒ヶ醤宥倉択の酸化

マンガン鉱床はいずれも箪四紀の火山性起源の温泉

や冷泉に由来するものでマンガンを含む湧水から沈澱

したものであるζとは興味深》噂実で落る由

Pyrolusite(インドネシア産)

(さn.Sδ6'tit)とV'う新鉱物名を与えている.

つまりNsutiteは可児･田中による横須賀石と同

義語であり南部･岡田ら沸仮唱した7型ラムズデノレ鉱

とも同一の鉱物名である.さらに1939年にGlemser

が人工の二酸化マンガン鉱に対して名づけたγ･Mn02

に相当するのである.化学成分はMn好レ無M叱鮎O宴一物

(OH)｡ωで"はO.06～0.16である.色は暗灰色か

ら黒色で肉眼的にはパイ貝ルｰス鉱とは区別しかたV'.

X線粉末回折線による以外には簡単に識別できな〉･.

本邦では南部･岡田によって青森県･秋田県･福

島県の新第三紀層中のマンガン鉱床から報告されている.

一般にラムズデル鉱の産出はまれであるカ童横須賀

石(γ型ラムズデノレ鉱)はかなり広範囲に分布するよ

うである.また本鉱物は乾電池用としては好適で

ある.最近アフリカのガｰナからかなり多量に産

出することが報告されているが資源としては米ソ連

添独占しているといわれる.

バ｡ネス鉱(醐meSSite)

化学成分は(NaCa)Mn･IvO…2.8H･0または(Ca

MgNaKXMnIvMnII)(O･OH)2で人工のδ･Mn02

およびManganous㎜anganiteほ相当するものである.

δ･MnO･は1943年松野四郎が合成二酸化マンガ

ン鉱の研究から新変態δ･MnO妻として記載したがほ

とんど引用･されず翌亙9μ隼紀脈腕熾eぽよって合

成されたδ一M鵡蟹の績築の方が今賢では認められてい

る.両者の合成物は互いによく一致しているにもか

かわらず松野の業績は騨価慈れず海賊鮒搬の業績

カミ高く評棚きれているのは残念拡ことである｡一方

Ma配意鋤徽議獺繊憲搬舶は搬葛年終賄搬蝸搬

Mart主等によって合成密れ花ものであ蕃封その後

1956年に加蝸慧醐鵬は天然産の鉱物で餐一晦Q嚢に一致

するものを鶏屍し嚇鵬鵜畑鉦いう新鉱物塙を与先た古

本鉱物はその麓湖は珍しく本邦で最初に発見され

ランシｰ鉱(海賊滅細)

化学成分は(C象M泌)M〃yO製1狽婁O(奮)である.

本邦では蝸8年北海道の駒ケ番のマンガン土から

針谷宥によって発屍さ牝たのみである､バイ町レｰス

鉱ハｰネス鉱&混合して産出する｡x線粉末回折線

によって認められたもので詳細は不明である､

嚢嚢屈(TOdOrOkite)

化学成分は非常に複雑で(MnIl,Ca,Mg,Ba,Na,K)

M口3Iv07･(2土")H20または(MnII,Zn,Mg,Ba,Sr,Ca,

Na,K,Cu,Pb)Mn3Iv07･(2一κ)H20がもっともよく

一致している.

本鉱物ほ1934年に吉村豊文によって北海道轟鉱

山から発見され新鉱物として報告されたものである.

その後本邦では1957年静岡県地代鉱山から桜井

欽一･高須新一郎によって発見されるまでその産出は

報告されていない.ついで1959～1960年にかけて

東北地方の新第三紀層中に胚胎するマンガン鉱床から

南部松夫･岡田広吉によって数産地がつぎつぎと報告

されている.現在までに知られている産地は青森県

深浦鉱山丸山鉱山岳鉱山岩手県本郷鉱山長野県

浜横川鉱山埼玉県秩父鉱山群馬県車沢鉱山等である.

本鉱物は一般に細い繊維状の結晶の集合で色は

やや灰銅色を帯びた黒褐色を呈する.また本鉱物の

Pyro1usite(北海道ピリカ鉱山産)�
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パイロルｰス鉱(アフリカ産)

特徴として見かけ上の比重カミふつうの二酸化マンガ

ン鉱に比べてはるかに軽く繊線状の集合をなすことで

ある.本邦における産状は新第三紀層の層状鉱床の

もの菱マンガン鉱を主とする浅熱水性鉱脈中のもの

および古生層中のチャｰトに伴うマンガン鉱床の酸化帯

のもの等があげられる.また1960年ころから外国

でも次々に発見され記載されている.今巨までに報

告されているものはキュｰバスウェｰデンポルト

ガルオｰストリアフランスブラジル米国等である.

口石一ヤコブス鉱等の風化産物である帝

後の場合は新第三紀層中の層状の呼ンガン鉱床に産出

し水マンガン鉱泳ランド鉱クリプトメレｰン鉱と

共生する.

Iサイ回メレｰン鉱(疋Si1o〕me1a皿e)

化学成分は(Ba,H20)4Mn10020またはBa(MnIv,

MnII)9018･2H20あるV･は(Mn,Ba,Ca,Mg,Co)2Mn8Iv

016･(OH)4が提唱され非常に複雑である.

“Psilome1ane"(サイロメレｰン)という名前は

1831年に亘adiカgerによって与えられた鉱物名である.

本邦ではこの“Psi1ome1ane"に対して“硬マンガ

ン鉱"という和名を与え乾電池用二酸化マンガン鉱と

して用いられてきた.

1943年F1eischerRichmondほ多数の“Psi1ome1ane"

を検討した結果犬部分の屯のは前述のクリプトメレ

ｰン鉱を主としその他パイロルｰス鉱ハウスマン

鉱ブラウン鉱讐を含むものである事が分った.した

がって古くから用いられている“PsiIo㎜e1ane"また

はr硬マンガン鉱｣というのほいわぱ種女の二酸化

パイ園夢鱗イ拶ド(繋算蝸竃叡醐童重縫)

化学成分柱晦(O貫)婁でブルｰサイト海(O貫)簑

のMgをMnで置蜜換免花ものに相蜜する,肉眼的

には新鮮恋時は豚自魯でやや綿糸光択を示すが非

常に不安定な鉱物で数分の閥に酸化して茶褐色に変色

する.貯鉱場などではほとんど黒褐色になっており

破砕しても容易に灰白色の破面は見られない.灰白色

の破面を保存するためには坑内で破砕後すぐにパラ

フィン等で包んで持ち帰ればその目的を達することが

やきる.本鉱物は産状によって2種類に分けられ

る.1つぼ魏状で鉱体の中心部に産出し他の1つは

細脈として見られるものである.いずれも酸化すれば

後述のノ･イドロノ･ウスマン鉱に底るといわれる.

鏡下では無色繊維状で中心部に緑マンガン鉱を

包有することがある.本邦では1956年岩手県野田

玉川鉱山から渡辺武男加藤昭によって報告されてい

る.その後長野県浜横川鉱山愛知県固口鉱山から

も知られている.

ハイド回ハウスマン鉱(逓ydroha固S1ma皿皿ite)

化学成分は(MnII,Mnm)3(O･0H){1945年に

FeitknechtMartiカミ人工Mn(OH)･を酸化させると

MnII,Mnmのhydratedoxideが生ずることを示した.

1953年になってFrondelが上記と同一のものを天

然から発見しこれに対してノ･イドロハウスマン鉱と

命名した.本鉱物は茶褐色半透明から黒色不透明で

X線粉未写真の結果では仁4.65A■の強い線以外ほ

すべてハウスマン鉱と一

致するものである.

本邦でほ1956年野

田玉川鉱山および田口

鉱山から発見されてv･る

カミ上述のパイロクロイ

ットを産出する鉱山には

産出する事は確かであ

る.ところが最近(蝿

62年)になって始め虹

研究をした胎搬鵬鶯脱

および共同研究蕎肋裏

ふたたび人工の賊籔

(OH)｡の酸化作用を検討

ラムズデル鉱(北海道端野鉱山産)

(HariyaYJourFacHokkaidoUni∀.

�����
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Nsutite(ギリシアTartana産)(ZwickerMijerTaffe:AmMin48.1952)

した結果がつてハイドロハウスマン鉱と呼ばれていた

生成物はノ･ウスマン鉱とμMnO(0H)との混合物であ

ることを報告している.しかし天然のものについて

は検討していない.

で水マンガン鉱の仮晶のままパイ回ノレｰス鉱に変化

する事が多いまた時にはサイロメレｰン鉱ブラ

ウン鉱ハウスマン鉱に変化する場合も報じられている.

本鉱物は光択色硬度条痕比重等すべて水

マンガン鉱に類似し識別は容易ではない.結晶は板

状で放射状の集合体をなしているものが多い.色は

濃黒色半金属光沢努開は完全である.条痕色は

赤味を帯びた赤褐色である.

共生鉱物は水マンガン鉱石英重晶石等である.

氷マンガン鉱(Ma皿gan並e)

化学成分はMnO(OH).人工ではα一,β一,7-Mn0

(OH)が知られている.水マンガン鉱はこのγ一MnO

(OH)に相当する.本邦では乾電池原料として古

くから北海道東北地方産のものが知られていたよう

であるか鉱物学的には詳細に研究されたのは1938年

～1939年の可児弘一･田中豊による研究で北海道湯の

派メップ鉱山および秋田県大岱鉱山等のものが報告

されている.ユ947年に発行された日本鉱物誌には

上述の外に青森県･新潟県･石川県･京都府･長野

県･高知県等から報告されている.

本邦の水マンガン鉱の産出は新第三紀層中の層状鉱

床および菱マンガン鉱を主とする淺熱水性鉱脈鉱床

ならびに古生層中のマンガン鉱床の酸化帯等から産出す

る.パイロルｰス鉱クリプトメレｰン鉱と共生し

その産状は脈状のもの空隙中に臼形の結晶として着

生するものまたは麹状のもの等である.空隙中に産

するものは黒色金属光派の桑縞を呈することが多い.

本鉱物は天然の環境終おいて酸化脱水しやすい鉱物

リジオフォル鉱(阯舳0凶｡rite)

化学成分はLi2MnIIMn5IvA1･O18･6H･Oまたは(AI,

Li)Mn02(OH)2あるいはLiMnIIIMnIv2A1209･3H20

として表わされLiとA1を含む二酸化マンガン鉱物

の1種とされている.

肉眼的にはやや緑色を帯びた黒色を呈し条痕色は

黒色である.一般に微粉状でサイロメレｰン鉱とは

判別困難である.

本邦では1963年官城県宮崎鉱山から南部松夫･

岡困広吉によって報告されたにすぎない.宮崎鉱山の

リジオフォル鉱は第三紀中新世のモンモリ1コナイト化

された凝灰岩凝灰質砂礫岩中に胚胎する層状の酸化マ

ンガン鉱床の上･下盤付近から産出する.

共生鉱物としては水マンガン鉱ホランド鉱でふ

つうの二酸化マンガン鉱(たとえばクリプトメレｰン

鉱パイロノレｰス鉱横須賀石等)と共生しないことは

興味ある事実である.

また本鉱物はX線回折線が轟石に酷似している

ことは法意を要することである.(筆者は鉱床部鉱石課)

吟

繊石(離蝸県

地代鉱山)

吟

灘石の電子顕微

鏡写真

(員劃riyaY.Jour.

l1-a置.Sci,H⑪kkaido

Univ.工0｡亘961)�


